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研究成果の概要（和文）：MRIのFLAIR法により顎関節のjoint effusion(以下JE)の蛋白濃度の差を視覚化することを試
み、その蛋白濃度と疼痛の関連を明らかにすることを目的とした。非復位性関節円板転位関節では疼痛をFLAIR像の信
号強度比(以下SIR)で診断できる可能性が示された。さらに、SIRおよび疼痛値に基準を設定して検討した結果、感度：
0.75、特異度：1.0、陽性適中率：1.0、陰性適中率：0.5, 正診率：0.8が得られた。以上より、JEのSIRが顎関節の疼
痛の診断に使用できる可能性が判明した。

研究成果の概要（英文）： The purpose is to visualize the difference in protein concentration of joint effu
sion of the temporomandibular joint (TMJ) by FLAIR technique which is inversion recovery method of MRI and
 to clarify the relationship between the pain and the protein concentration. A diagnosis of pain by the si
gnal intensity ratio (SIR) was indicated in TMJ with disc displacement without reduction. Furthermore, as 
a result of a study by setting the pain value and SIR, sensitivity: 0.75, specificity: 1.0, positive predi
ctive value: 1.0, negative predictive value: 0.5, accuracy of 0.8 was obtained. It was suggested that by t
he SIR obtained from the JE, pain in the TMJ can be diagnosed.
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１．研究開始当初の背景 
顎関節における関節液の病的な集積であ

るとされる joint effusion（以下、JE）は、

MRI の登場により T2 強調像で均一な高信

号領域として描出ができるようになった

（図１）。しかし、JE 像が疼痛と関連があ

るとされる一方でないとされる報告がある。

この背景として JE は滑膜炎の発症により

発生し、疼痛に関与する種々の蛋白の出現

が病態により異なるとされるが、MRI の T2

強調像では蛋白濃度の差を表現できないこ

とが考えられる。一方、顎関節の臨床症状

に関する MRI 診断については、1980 年代

から報告がなされ、円板転位の他に円板後

部組織の変化、joint effusion、下顎頭の骨髄

変化等との関連が示唆されている。われわ

れはすでにこの領域の研究成果として、

MRI 診断に関する研究では、円板後部組織

の変化、下顎頭の骨髄変化について、また、

joint effusion と疼痛を含めた臨床症状との

関連について国内外に報告している。われ

われの研究を含め国内外の研究において顎

関節および他の関節を含め joint effusion の

蛋白濃度の差を視覚化することについては

報告が見られない。われわれは MRI の撮像

方法および信号強度の計測方法および評価

法についても報告を行ってお）、さらに萌芽

研究 (FLAIR 法 MR 画像による顎関節滑膜

炎の病態診断プロジェクト：研究課題番

号：17659595）により FLAIR 法の基礎的事

項についても検討を行っているため、これ

らを応用することにより、JE の蛋白濃度を

視覚化することが可能と考えた。よって本

申請を行うこととした。 
 
２．研究の目的 

顎関節症の患者に見られる関節液の病

的な集積であるとされる joint effusion（以下、

JE）はMRIの臨床応用によって、T2強調像

で均一な高信号像として描出が可能となっ

た。しかし、JEは疼痛との関連が示唆されて

いる一方で、示唆されない報告があり、現在

の T2強調像による JEの評価では、疼痛の

診断が困難である。本 project では、水など

長い T1 緩和時間を有する部位の信号を抑

制する MRI の反転回復撮影法である

fluid-attenuated inversion recovery (以下

FLAIR) 法により JEの蛋白濃度の差を視覚

化することを試み、JE の蛋白濃度と疼痛の

関連を明らかにすることを目的とする。そし

て、顎関節症の疼痛の新たな MRI 診断法

を開発することを最終的な目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究では、ファントム実験を含め顎関

節の関節液中の蛋白濃度の検出に適した

FLAIR 法シークエンスの開発に関する

FLAIR 法の基本的撮像法の検討および撮

像パラメータの検討を行うこととする。 

また前述の撮像方法および撮像パラメータ

により、インフォームドコンセントを得ら

れた患者より得られた FLAIR 法像と T２

強調像との信号を比較し、検討する。イン

フォームドコンセントを得られた円板転位

を伴っていない患者より得られた FLAIR

法像と円板転位を伴った患者より得られ

た FLAIR 法像を比較し、円板後部組織の

変化を確認した上で、最終的なシークエ

ンスの決定とする。 



 

４．研究成果 

[目的]われわれは Fluid attenuated inversion 

recovery (FLAIR) 法を用い、顎関節の joint 

effusion について検討を行ってきた。第 60

回国際歯科研究学会日本部会総会では、顎

関節症患者の関節円板状態により分類した

4 群間で FLAIR 像上の joint effusion（JE）

の信号強度に有意差が見られ、顎関節症の

stage による JE の内容成分変化が示唆され

た。そこで今回は、円板正常位置を含めた

各関節円板状態における FLAIR 像上の JE

の信号強度が疼痛群と非疼痛群の間で有意

差があるか否かを検討した。 

[方法]対象は顎関節のMR撮像が施行され、

Larheim らの grading 分類で moderate fluid

以上の TMJ fluid が見られた 45 名 48 関節

である。関節円板状態は、円板正常位置、

復位性円板転位、非復位性円板転位、およ

び変形性関節症の 4 群に分類した。FLAIR

像上の joint effusion については矢島らの方

法により signal intensity ratio (SIR)を算出し

た。SIR と疼痛との関連は、両側 t 検定に

より、有意水準を 0.05 として分析された。 

[結果]非復位性関節円板転位群では疼痛群

と非疼痛群の間で SIR に差が見られた。 

[結論]非復位性関節円板転位関節では疼痛

の有無をFLAIR像のSIRで診断できる可能

性が示された。 
 

【目的】われわれは、非復位性関節円板転

位症例におけるFLAIR法MR信号強度が疼

痛の強さを反映している可能性を示唆した。

本 研 究 で は 、 FLAIR 画 像 上 の Joint 

effusion(以下 JE)の信号強度による顎関節

疼痛の診断の可能性を検討することを目的

とした。 

【方法】対象は、顎関節症の診断下に MRI

が施行された患者のうち Larheim らの分類

に従い、T2 強調画像上での関節液の量が

moderate fluid 以上のものを JE として対象

と し た 。 FLAIR 画 像 の 撮 像 条 件 は

TI/TR/TE/ETL として、それぞれ 2500 

ms/9000 ms/122 ms/21 とした。対象の内訳

は 15 名 15 関節（男性 2 名 2 関節、女性 13

名 13 関節、平均 37.7 歳）で復位性円板転

位が 5 関節、非復位性円板転位が 10 関節で

ある。方法は Yamamoto A, Sano T ら（Cranio. 

2008）および Imoto K, Otonari-Yamamoto M 

ら（Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral 

Radiol Endod. 2011）の方法に準じて T2 強

調画像、FLAIR 画像の閉口時修正矢状断像

上で JE と灰白質に関心領域を設定し信号

強度を計測、灰白質の値で JE の信号強度を

規格化し、FLAIR 法による信号強度低下率

を算出した(図 2-4)。また、関節の疼痛につ

いては VAS を用いて評価を行った。2x2 分

割表で Fisher の直接確率検定により P=0.04

の得られた信号強度低下率の 40＜、咬合時

および開口時の VAS の値の合計の 10≧を

基準に検討を行った。 

【結果】方法に示す基準により検討した結

果、感度：0.75、特異度：1.0、陽性適中率：

1.0、陰性適中率：0.5, 正診率：0.8 が得ら

れた。 

【結論】FLAIR 画像上の JE の信号強度は、

顎関節の疼痛の診断に使用できる可能性が

判明した。 
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